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令和 2 年 7 月 7 日 

１ 研修会開催の状況 

新型コロナウイルス感染症の拡大を防止す

るため、政府が推奨する新しい生活様式に則

り、マスクの着用、真正面での会話を避ける、

十分に換気を行う等の処置を行った上で、弊

社社員１１名の参加で研修会を実施しました。

説明にはパワーポイントを利用し、ペーパー

レスにも努めました。 

２ 研修内容の概要 

以下に当日の研修の概要を報告します。 

①技術士の目的、意義等 

弊社が建設コンサルタントとして業務を実

施する上では必須の資格であるとともに、建

設コンサルタント登録においても要件となっ

ていることなどが解説されました。 

 

 

 

 

 

 

 

②技術士取得の流れ・受験申込書の作成 

次に“技術士取得の流れ”、“試験の流れ”、

“受験申込書の作成”などが解説されました。

特に受験申込書の作成は試験合格への入口と

して重要であり、専門とする事項と技術士の

目的を業務経歴にどう表現するか、業務内容

の記述において「課題と問題点」の把握と「解

決策」の提示への流れという形で整理するこ

とがカギであると解説されました。 

③筆記試験対策 

筆記試験対策については、まずⅠ必須科目

については具体的なキーワードと国土交通白

書の利用が提示されました。次に、Ⅱ選択科目

-1、Ⅱ選択科目-2、Ⅲ選択科目のそれぞれに

ついて、出題の概念、出題内容、評価項目が提

示され、さらに各科目に関して「建設部門」と

「上下水道部門」の過去問題を例に具体的な

解説が行われました。 

④筆記試験のポイント 

筆記試験のポイントは主に以下の項目が示

され、多数の質疑も行われました。 

・読みやすさ、分かりやすさを工夫する 

・キーワードから文章を構成する 

・具体的な数値や根拠を提示する 

 

 

 

 

 

 

 

３ 技術者の資質向上 

弊社では引き続きこのような研修等を通じ

て、より一層の技術者の資質向上を図り、確か

な技術力により、様々な社会資本の整備やそ

の適切な維持管理に資する技術の提供を進め、

社会に貢献してまいります。 

（研修担当；高橋一美） 

 

 

 

 

 

社内研修の一環として７月１日に「技術士合格体験講座」を開催しました。 

講師は環境グループの平野利明 部長です。平野部長は建設・水産・衛生工学の３

部門５科目の技術士資格を有しており、講座では技術士制度から最新の技術士試験

の動向、各部門の試験対策等を丁寧に解説していただきました。 

※次頁から講師によるレポートを掲載します。
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1.技術士の目的と取得する意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.受験申込書の作成～業務内容の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.筆記試験～必須科目のキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.筆記試験～選択科目（専門知識）のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 2 年度 技術士_合格体験講座の開催】 

CPD 制度に基づく社内講習会として、技術士合格体験講座を開催しました（7 月 1 日；参加

人数 11 名）。合格へのアドバイスの他、技術士制度の目的・背景といった概要説明など、今後、

受験を予定する若手社員も対象とした内容です。当日の資料・抜粋と主な質疑を紹介しますので、

弊社 Web の新着情報（2020/4/3）と合わせてご確認下さい。 
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5.筆記試験～選択科目（応用能力）のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.筆記試験～その他のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.口頭試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.合格体験講座における主な質疑と回答 

◆国土交通白書が参考になるとのことで、読み方な

ど、勉強方法を教えて下さい。 

→先ずは関連箇所・数値を付箋等でチェック。社会的

背景（①）と課題（②）を意識して独自の文章を組

み立てて下さい。 

（例）予防保全に関する文章の組立 

①社会資本について、例えば 15 年後の道路橋で

は、建設後 50 年以上を経過する割合が 60％

を超える等、今後一斉の老朽化と維持・補修費

の急増が見込まれる。 

②維持管理に係るトータルコストの縮減と平準化

に向けて、事後保全に対し、30 年間で約 6.5 兆

円の削減効果が期待できる予防保全を計画的に

進める。 

◆選択科目_専門知識について、若手・経験年数が少

ない中での効率的な勉強方法を教えて下さい。 

→R1 建設部門の道路では、H30 年の道路改正の他、

H30_道路土工構造物点検要領に関する問題が出

題されました。専門知識は、直近の基準や要領から

勉強するのがベストと思います。 

◆自分は字が汚いので、試験官の方にマイナスイメ

ージにならないか心配です。 

→当日は緊張の他、隣の受験生が文字消しで机を揺

らす等、普段よりも字が汚くなりがちです。 

汚くても字を丁寧に書くよう心掛けること、ま

た部分的に書き直す等、試験官の方にアピールす

る工夫も大切と思います。 

本年度、技術士第二次試験は、当初の 7 月実施か

ら 9 月～11 月を目途に開催される予定です。 

受験生の皆さまには、モチベーションを維持しつ

つ、試験に望むことができるよう努力して下さい。 

（環境グループ担当；平野利明） 
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